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金

第

回
記
念
祭
か
ら
三
十
年

全
国
の
教
会
を
代
表
し
て
継
続

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
日
本
上
陸
を
記
念
し
そ
の
業
績
に
感
謝
す
る
「
ザ
ビ
エ

ル
上
陸
記
念
祭
」
が
今
年
も
聖
師
の
鹿
児
島
上
陸
自
に
当
た
る
八
月
十
五
日
（
日
）
、
祇
園
之

洲
で
聞
か
れ
た
。
教
区
で
は
一
九
七
五
年
に
第
一
回
ザ
ビ
エ
ル
祭
を
開
催
し
て
以
来
、
毎
年
、

全
国
の
教
会
を
代
表
す
る
と
い
う
使
命
の
も
と
継
続
し
て
い
る
。

八
月
十
五
日
、
今
年
も
ザ

ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
が
祇
園
之

洲
の
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
碑
前

で
行
わ
れ
た
。

今
年
は
、
ち
ょ
う
ど
八
月

十
五
日
が
主
日
に
あ
た
っ
た
た

め
、
教
区
本
部
会
議
と
ザ
ビ
エ

ル
上
陸
記
念
祭
実
行
委
員
会

（
小
川
靖
忠
委
員
長
）
で
検
討

し
た
結
果
、
主
日
の
ミ
サ
の
時

間
に
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、
午

後
四
時
か
ら
開
催

さ
れ
た
。
今
年
も

同
催
し
は
、
ザ
ビ

エ
ル
の
上
陸
の
記

念
、
聖
母
被
昇
天

の
祝
日
、
平
和
旬

間
の
締
め
く
く
り

の
三
つ
の
意
味
合

い
を
こ
め
て
行
わ

れ
た
。
ま
ず
ミ
サ

前
に
上
陸
記
念
碑

の
ザ
ビ
エ
ル
像
前

で
ザ
ビ
エ
ル
へ
の

崇
敬
が
行
わ
れ
献

花
と
献
香
と
「
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ピ
エ
ル
の
取
次

ザビエル上陸記念祭の意義を説く糸永司教

ぎ
を
願
う
祈
り
」
が
唱
え
ら
れ

た
。
続
い
て
、
聖
母
被
昇
天
の

ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
、
ミ
サ
の

最
後
に
は
、
平
和
を
目
指
し
福

音
を
宣
べ
伝
え
る
決
意
を
表
す

「
福
音
宣
教
の
決
意
表
明
」
が

子
供
信
徒
、
青
年
信
徒
、
成
人

信
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。

ミ
サ
の
説
教
の
中
で
糸
永

司
教
は
「
以
前
は
ザ
ビ
エ
ル
教

会
単
独
で
開
催
さ
れ
て
い
た
ザ

ビ
エ
ル
祭
を
教
区
行
事
と
し
て

開
催
す
る
よ
う
に
し
」
、
「
祇
園

之
洲
に
上
陸
記
念
碑
を
建
て

た
」
の
は
、
「
鹿
児
島
教
区
民

が
全
国
を
代
表
す
る
つ
も
り

で
、
毎
年
こ
の
日
に
、
こ
の
上

陸
の
地
に
集
ま
っ
て
、
ザ
ビ
エ

ル
様
の
日
本
へ
の
宣
教
を
記
念

平
和
へ
の
願
い
を
鐘
の
音
に
乗
せ
て

終
戦
記
念
日
に
鹿
児
島
市
内
六
教
会

す
る
た
め
」
と
説
明
し
た
。
ま

た
、
ザ
ピ
エ
ル
の
宣
教
に
つ
い

て
「
天
地
創
造
の
神
、
霊
魂
の

不
滅
、
永
遠
の
命
ヘ
至
る
道
は

キ
リ
ス
ト
以
外
に
は
無
い
こ

と
」
を
知
ら
せ
る
こ
と
、
と
三

つ
の
柱
を
挙
、
げ
「
現
在
の
福
音

宣
教
に
お
い
て
も
こ
の
三
つ
の

柱
は
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
、

信
者
た
ち
を
福
音
宣
教
へ
と
促

し
励
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
連
日
の
猛
暑

続
き
で
記
念
祭
も
か
な
り
の
暑

さ
が
予
想
さ
れ
た
が
、
三
百
七

十
人
ほ
ど
の
信
者
が
集
ま
り
、

ミ
サ
に
参
列
し
た
。
司
祭
も
二

同
で
研
修
す
る
の
は
二

0
0
0

年
に
初
め
て
聞
か
れ
て
以
来
二

回
目
で
あ
る
。
養
成
者
、
召
命

担
当
者
が
三
日
間
の
研
修
と
交

わ
り
を
通
し
て
、
互
い
に
協
力

し
合
っ
て
召
命
を
育
て
よ
う
と

い
う
意
欲
を
持
つ
機
会
と
な
っ

た。

十
人
が
集
ま
り
と
も
に
ミ
サ
を

さ
さ
げ
た
。
司
祭
団
の
中
に
は

引
退
し
た
田
辺
徹
神
父
や
徳
之

島
か
ら
石
田
望
神
父
の
姿
も
見

ら
れ
た
。

同
祭
実
行
委
員
の
一
人
は

「
今
年
は
主
日
と
重
な
り
開
催

時
間
が
変
更
に
な
っ
た
た
め
、

参
列
者
の
減
少
が
心
配
さ
れ
た

が
、
予
想
以
上
に
多
く
の
信
者

さ
ん
が
集
ま
り
感
謝
し
て
い

る
。
来
年
も
多
く
の
方
々
に
参

列
し
て
も
ら
い
、
ザ
ピ
エ
ル
の

偉
業
を
讃
え
て
欲
し
い
」
と
語

っ
た
。心

配
さ
れ
た
暑
さ
だ
が
、

三
神
学
院
の
一
貫
的
養
成
の
た
め
に

長
崎
教
会
管
区
司
祭
養
成
者
研
修
会

八
月
十
日
（
火
）
か
ら
十

二
日
（
木
）
ま
で
、
長
崎
大
司

教
館
に
お
い
て
長
崎
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
（
小
神
学
校
）
、
長

崎
コ
レ
ジ
オ
（
大
学
生
）
、
福

岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院

の
各
養
成
者
と
長
崎
教
会
管
区

内
の
各
教
区
司
祭
召
命
担
当
者

八
月
十
五
日
（
日
）
鹿

児
島
市
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
正
午
の
時
報
に
合

わ
せ
て
教
会
の
鐘
を
打
ち

鳴
ら
し
た
。
こ
れ
は
鹿
児

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
「
終

戦
記
念
日
に
平
和
の
鐘
を

鳴
ら
そ
う
」
の
呼
び
か
け

に
こ
た
え
て
実
施
さ
れ
た

も
の
。
会
場
の
一
つ
と
な

っ
た
ザ
ビ
エ
ル
教
会
に
は

五
十
人
余
り
の
信
者
が
集

ま
り
、
平
和
を
求
め
る
祈

り
を
唱
え
、
鐘
の
音
を
聞

き
な
が
ら
平
和
な
世
界
が

実
現
す
る
よ
う
に
心
を
合

わ
せ
た
。

と
の
合
同
研
修
が
高
見
三
明
長

崎
大
司
教
と
宮
原
良
治
大
分
司

教
の
出
席
の
も
と
聞
か
れ
た
。

鹿
児
島
教
区
か
ら
は
召
命

担
当
の
泉
浩
二
神
父
（
鴨
池
教

会
）
と
末
吉
卓
也
神
父
（
ザ
ピ

エ
ル
教
会
）
が
参
加
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
司
祭
養
成
理
念
の
理

解
と
神
学
院
で
の
取
り
組
み
」

で
あ
る
。

長
崎
教
会
管
区
の
司
教
団

で
は
今
年
六
月
会
合
を
持
ち

「
司
祭
養
成
理
念
」
に
つ
い
て

検
討
、
長
崎
教
会
管
区
の
諸
事

情
を
踏
ま
え
た
「
長
崎
教
会
管

区
に
お
け
る
司
祭
養
成
理
念
」

を
ま
と
め
た
。

今
回
開
催
さ
れ
た
司
祭
養

成
者
と
召
命
担
当
者
と
の
合
同

研
修
会
で
は
、
こ
の
「
養
成
理

念
」
に
つ
い
て
の
理
解
と
各
神

学
院
に
お
け
る
養
成
の
現
状
が

報
告
さ
れ
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

三
つ
の
神
学
院
の
養
成
者

と
各
教
区
の
召
命
担
当
者
が
合

初
め
の
う
ち
は
か
な
り
蒸
し
暑

か
っ
た
も
の
の
、
参
加
し
た
信

者
や
神
父
を
気
遣
っ
て
か
、
ミ

サ
の
途
中
に
短
時
間
、
雨
と
風

に
見
舞
わ
れ
た
お
か
げ
で
、
そ

の
後
は
割
合
涼
し
い
中
で
ミ
サ

を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

暑
さ
に
始
ま
り
風
雨
に
見
舞
わ

れ
、
最
後
に
は
心
地
く
ミ
サ
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
今
年
の

ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
は
、
ま

る
で
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
宣
教
さ
れ
た
ザ
ピ
エ
ル
が

そ
の
後
諸
聖
人
の
列
に
加
え
ら

れ
た
乙
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

も
の
だ
っ
た
。

「
聖
書
か
ら
の
問
い

か
け
」
テ

l
マ
に

第
市
回
夏
期
集
中
講
座

毎
年
恒
例
の
教
区
主
催

「
夏
期
集
中
講
座
」
が
、
今
年

は
八
月
十
六
日
（
月
）
か
ら
二

十
日
（
金
）
ま
で
ザ
ビ
エ
ル
教

信
仰
養
成
委
員
会

七
月
二
十
五
日
（
日
）
午

後
二
時
か
ら
教
区
本
部
で
、
信

仰
養
成
委
員
会
（
糸
永
真
一
会

長
）
が
開
か
れ
た
。

会
で
は
青
年
、
壮
年
、
女

性
信
徒
、
教
師
の
会
な
ど
各
活

動
団
体
の
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、
六
月
に
行
わ
れ
た
班
長
研

修
会
の
反
省
や
、
十
月
に
開
催

予
定
の
カ
テ
キ
ス
タ
研
修
会
の

準
備
等
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ

れ
た
。ま

た
、
今
年
の
教
区
目
標

「
教
会
の
教
え
を
学
び
直
そ
う
」

が
、
小
教
区
で
、
ど
の
よ
う
に
推

し
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
検
証

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
尚
、
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
九
月

頃
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ

ザ匂。
会
一
階
ホ
l
ル
で
聞
か
れ
た
。

こ
の
教
区
主
催
の
集
中
講

座
は
、
教
区
の
宣
教
百
周
年
記

念
時
に
発
表
さ
れ
た
教
区
ビ
ジ

ョ
ン
の
根
底
に
置
か
れ
て
い
る

「
信
仰
の
養
成
」
に
取
り
組
み
、

生
涯
教
育
を
に
ら
ん
で
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
今

回
で
十
三
回
目
。

今
年
は
テ

l
マ
に
「
聖
書

か
ら
の
問
い
か
け
」
を
掲
げ
、

人
問
、
秘
跡
、
福
音
宣
教
に
つ

い
て
、
講
師
の
竹
山
昭
神
父
か

ら
熱
心
に
学
習
し
た
。
受
講
し

た
の
は
午
前
、
午
後
の
講
座
合

わ
せ
て
約
六
十
人
。
鹿
児
島
市

内
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
姶
良
、

指
宿
、
川
内
、
遠
く
は
出
水
か

ら
の
受
講
者
も
見
ら
れ
た
ほ

か
、
聖
公
会
の
兄
弟
の
受
講
も

あ
っ
た
。
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聖
書
の
人
間
理
解

今
年
の
司
祭
黙
想
会
で
指

導
司
祭
の
中
川
博
道
師
は
、
導

入
の
講
話
で
「
現
代
は
、
聖
書

的
に
言
え
ば
、
パ
ビ
ロ
ン
捕
囚

の
時
代
に
も
匹
敵
す
る
時
代
で

あ
る
」
と
の
時
代
認
識
を
語
ら

れ
た
。

シ乙7 設丈 E乙宰m.

捕
囚
期
に
匹
敵
す
る
現
代

紀
元
前
五
九
七
年
に
、
エ

ル
サ
レ
ム
を
占
領
し
た
バ
ビ
ロ

ン
軍
に
よ
っ
て
王
を
は
じ
め
指

導
者
層
、
軍
人
、
技
術
者
た
ち

が
神
殿
の
宝
物
と
と
も
に
パ
ビ

ロ
ン
に
捕
ら
え
移
さ
れ
た
（
第

一
回
捕
囚
）
。
そ
の
数
は
三
千

人
と
も
、
八
千
人
と
も
、
ま
た

一
万
人
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
十
年
後
に
は
新
た
な
反
乱

を
起
し
て
パ
ビ
ロ
ン
軍
の
攻
撃

を
受
け
、
エ
ル
サ
レ
ム
は
一
年

半
の
包
囲
に
耐
え
た
も
の
の
、

前
五
八
七
年
に
は
陥
落
す
る
。

エ
ル
サ
レ
ム
は
徹
底
的
に
破
壊

さ
れ
、
神
の
保
護
の
象
徴
で
あ

っ
た
神
殿
は
火
を
放
た
れ
た
。

反
乱
の
中
心
者
と
目
さ
れ
た
七

十
人
は
処
刑
、
他
の
有
力
者

（
エ
レ
ミ
ヤ
五
二
・
二
九
で
は

八
三
二
人
）
は
王
と
と
も
に
パ

ビ
ロ
ン
に
連
れ
行
か
れ
た
。
後

に
残
さ
れ
た
の
は
貧
し
い
農
民

層
、
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
単

独
王
朝
と
し
て
は
類
を
見
な
い

ダ
ビ
デ
王
朝
の
四
百
年
余
の
歴

史
が
終
っ
た
。
こ
れ
が
お
よ
そ

五
十
年
間
続
く
パ
ビ
ロ
ン
捕
囚

期
の
始
ま
り
で
あ
る
。

パ
ピ
ロ
ン
捕
囚
の
時
代
は
、

し
た
が
っ
て
、
ひ
と
つ
の
時
代

が
壊
滅
し
た
時
代
だ
と
言
え
よ

う
。
現
代
は
こ
の
時
代
に
匹
敵
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す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

パ
ビ
ロ
ン
捕
囚
は
、
「
神
殿

の
崩
壊
」
を
も
た
ら
し
た
。
神

殿
の
崩
壊
は
、
い
わ
ば
、
神
の

現
存
の
場
の
喪
失
を
意
味
す

す

Q

。私
た
ち
の
生
き
る
こ
の
時

代
の
特
徴
の
一
つ
は
、
恐
ら
く

激
し
い
『
世
俗
化
』
の
時
代
で

あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
神
の

存
在
の
場
を
持
た
な
い
、
必
要

と
し
な
い
と
み
え
る
時
代
で
あ

申。。ま
た
、
「
首
都
エ
ル
サ
レ
ム

の
崩
壊
」
を
も
も
た
ら
し
た
。

ダ
ビ
デ
王
が
こ
こ
を
首
都
と
定

め
、
は
じ
め
て
十
二
部
族
全
体

を
統
一
す
る
一
つ
の
王
国
を
打

立
て
て
以
来
、
エ
ル
サ
レ
ム
は

常
に
民
の
一
致
の
中
心
で
あ
っ

た
。
そ
の
一
致
の
中
心
の
喪
失

で
あ
る
。
個
人
主
義
と
多
元
主

義
が
幅
を
利
か
す
現
代
で
は
、

『
ど
こ
で
も
同
じ
』
と
い
え
る

も
の
は
崩
壊
し
た
。

さ
ら
に
、
捕
囚
は
「
国
家

の
崩
壊
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
崩
壊
」

を
意
味
し
た
。
現
代
と
い
う
時

代
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確

立
が
叫
ば
れ
る
時
代
で
あ
る
。

そ
の
確
立
が
叫
、
ば
れ
る
以
上
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
失
っ

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

『
カ
ト
リ
ッ
ク
者
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
』
、

そ
れ
を
否
定
で
き
る
だ
ろ
う

カ
？現

代
世
界
の
急
激
で
、
全

般
的
で
、
深
刻
な
変
化
の
な
か

に
あ
っ
て
、
本
当
に
よ
っ
て
立

つ
場
を
求
め
て
手
探
り
で
歩

竹

山

H百

む
、
そ
ん
な
時
代
に
私
た
ち
は

生
き
る
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
指
導
司
祭
に
そ
の
よ
う

に
問
わ
れ
て
、
私
た
ち
、
す
く

な
く
と
も
私
は
が
く
然
と
し

た
。
も
や
も
や
と
感
じ
て
き
た

も
の
を
、
鮮
や
か
に
え
ぐ
り
出

さ
れ
た
思
い
が
し
た
か
ら
だ
。

民
族
崩
壊
期
と
聖
書
成
立

パ
ビ
ロ
ン
捕
囚
時
代
に
匹

敵
す
る
状
況
の
現
代
に
あ
っ

て
、
そ
れ
で
は
、
聖
書
は
果
た

し
て
そ
の
答
え
を
与
え
う
る
の

か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め

に
も
聖
書
が
い
か
な
る
時
代
背

景
の
も
と
に
成
立
し
た
の
か

を
、
考
え
て
お
き
た
い
。

今
は
亡
く
な
ら
れ
た
旧
約

聖
書
学
者
の
左
近
淑
氏
は
旧
約

聖
書
の
成
立
に
三
つ
の
時
期
を

指
摘
す
る
。
そ
の
全
体
を
紹
介

す
る
余
裕
は
な
い
が
、
簡
潔
に

言
え
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

<l<AぢAYAN

第
一
期
前
十
一

i
十
世
紀

（
イ
ス
ラ
エ
ル
部
族
連
合
が

崩
壊
し
、
カ
ナ
ン
的
・
オ

リ
エ
ン
ト
的
王
政
へ
の
移

行
期
）

第
二
期
前
八
世
紀
（
北
王
国

の
滅
亡
期
）

第
三
期
前
六
世
紀
（
パ
ビ
ロ

ニ
ア
に
よ
る
南
王
国
滅
亡

と
捕
囚
期
）

旧
約
聖
書
の
大
部
分
は
こ

の
三
つ
の
時
期
に
生
み
だ
さ
れ

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
旧
約
聖

書
の
成
立
自
体
が
イ
ス
ラ
エ
ル

の
歴
史
に
お
け
る
三
度
に
渡
る

大
規
模
な
民
族
崩
壊
の
時
期
に

集
中
し
て
い
る
事
実
を
示
し
て

い
る
。
旧
約
聖
書
の
大
部
分
が

民
族
規
模
の
崩
壊
と
の
深
い
か

か
わ
り
の
な
か
で
生
み
だ
さ
れ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
左
近
氏

は
そ
う
指
摘
す
る
。

そ
う
し
た
聖
書
で
あ
れ
ば
、

異
る
状
況
で
は
あ
れ
、
同
じ
く

一
種
の
喪
失
経
験
に
と
ま
ど
う

現
代
の
私
た
ち
に
何
か
を
語
っ

て
く
れ
る
可
能
性
を
持
と
う
。

そ
れ
が
聖
書
に
人
間
理
解
の
根

幹
を
問
お
う
と
す
る
所
以
で
あ

スペ

カ
テ
ド
ラ
ル
（
司
教
座

教
会
）
献
堂
記
念
日
は
、
カ

テ
ド
ラ
ル
で
は
「
祭
日
」
扱

い
、
そ
の
他
の
教
区
内
教
会

で
は
「
祝
日
」
扱
い
と
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
カ
テ

ド
ラ
ル
で
は
聖
務

日
課
と
ミ
サ
は
前

晩
か
ら
、
そ
の
他

の

教

会

で

は

当

・

日
、
司
教
座
教
会
岨
一

献
堂
記
念
の
典
礼

U
一

と

な

り

ま

す

。

墜

と
こ
ろ
で
、
来
・
蕩
且

年
は
、
鹿
児
島
司
は
一

教
区
創
立
五
O
周

E
一

年

に

当

た

り

ま

堕

す
。
教
区
民
の
一
同
白

致
と
奉
献
を
新
た

9
一

に
す
る
た
め
に
、

九
月
十
五
日
は
、

で
き
る
だ
け
ミ
サ

に
あ
ず
か
つ
て
教
区
の
た
め

に
祈
り
ま
し
ょ
う
。

カ
テ
ド
ラ
ル
と
は

「
司
教
座
教
会
（
カ
テ
ド

ラ
ル
）
と
は
司
教
座
が
置
か

ご存知ですか？
れ
て
い
る
教
会
で
、
部
分
教

会
（
司
教
区
）
の
牧
者
の
教

導
職
と
権
能
の
し
る
し
で
あ

り
、
ま
た
司
教
が
群
れ
の
牧

者
と
し
て
告
げ
知
ら
せ
る
信

仰
を
信
じ
る
者
の
一
致
の
し

る
し
で
あ
る
。

司
教
座
教
会

に
お
い
て
司
教

は
祭
日
に
典
礼

を
司
式
す
る
」

（
「
司
教
儀
式
書
」

四
二
番
）
。

ドラル存在の意味

「
司
教
座
教
会

に
対
す
る
愛
と

尊
敬
が
相
応
し

い
形
で
信
者
た

ち
の
心
に
刻
ま

れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
年
毎

の
献
堂
記
念
祭

儀
、
ま
た
信
者
が
、
こ
と
に

小
教
区
あ
る
い
は
地
区
毎
に

敬
慶
に
司
教
座
を
訪
問
す
る

た
め
に
行
う
巡
礼
は
、
そ
の

た
め
に
非
常
に
有
益
で
あ

る
」
（
同
四
五
番
）
。

カテ

Fr. Dino A. Orolfo 

（

9
月）

3
日
（
金
）
レ
デ
ン
プ
ト
！
ル
会
が
来
鹿
（
ミ
タ
マ
ヤ
神
父
、
ヤ

ロ
シ
ュ
神
父
、
マ
イ
エ
ル
神
父
）
し
川
内
教
会
に

着
任
（
一
九
五
三
年
）

8
日
（
水
）
教
区
本
部
会
議
・
教
区
本
部
・
日
時

V
七
田
和
三
郎
神
父
命
日
（
一
九
八
九
年
）

V
阿
久
根
「
聖
園
老
人
ホ
l
ム
」
落
成
（
一
九
六
三
年
）

H
日
（
火
）
糸
永
真
一
司
教
司
祭
叙
階
記
念
日
（
一
九
五
二
年
）

日
日
（
水
）
教
区
の
日
（
カ
テ
ド
ラ
ル
献
堂
記
念
日
）
・
カ
テ
ド

ラ
ル
・
日
時

※
教
区
民
の
奉
献
を
新
た
に
す
る
日
で
す
。
カ

テ
ド
ラ
ル
で
司
教
と
と
も
に
感
謝
の
祭
儀
を
さ
さ

げ
ま
し
ょ
う
。

初
日
（
月
）
教
区
司
祭
会
・
司
教
館
－

M
時

氾
日
（
火
）
コ
ン
ベ
ン
ト
ゥ
ス
・
教
区
本
部
－

m時

お
日
（
木
）
ダ
ニ
エ
リ
神
父
命
日
（
二
O
O三
年
）

お
日
（
日
）
伊
集
院
ザ
ビ
エ
ル
祭
・
伊
集
院
城
山
公
園
・
日
時

V
世
界
難
民
移
住
移
動
者
の
日

「
世
界
難
民
移
住
移
動
者
の
日
」
は
、
各
小
教
区
と
カ
ト
リ

ッ
ク
施
設
が
、
国
籍
を
超
え
た
神
の
国
を
求
め
て
、
真
の
信

仰
共
同
体
を
築
き
、
全
世
界
の
人
々
と
「
と
も
に
生
き
る
決

意
を
新
た
に
す
る
日
で
す
。
日
本
の
教
会
で
こ
の
分
野
の
活

動
を
受
け
持
つ
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会

は
、
日
本
と
全
世
界
に
あ
る
協
力
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
活
動

の
推
進
、
連
絡
、
協
力
、
支
援
、
情
報
の
交
流
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
祈
り
と
献
金
が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。
①
滞
日
・
在
日
外
国
人
と
と

も
に
、
②
定
住
難
民
や
新
難
民
と
と
も
に
、
③
外
国
人
船
員

や
国
際
交
通
機
関
の
乗
務
員
と
そ
の
家
族
と
と
も
に
④
海
外

日
本
人
・
海
外
移
住
者
（
海
外
旅
行
者
も
含
む
）
と
と
も
に

⑤
海
外
日
本
人
宣
教
者
、
外
国
人
宣
教
者
と
と
も
に
」

幻
日
（
月
）
有
馬
信
茂
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
五
九
年
）

V
メ
ニ
ヒ
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
五
九
年
）

mm
日
（
水
）
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
島
津
貴
久
を
訪
ね

布
教
許
可
を
得
る
（
一
五
四
九
年
）

V
聖
ミ
カ
エ
ル
（
木
村
敏
彦
桶
父
）

叩

月
4
日
（
月
）
サ
ン
タ
マ
リ
ア
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
七
O
年）

5
日
（
火
）
牧
山
田
一
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
六
一
年
）

m日
（
金
）
福
崎
英
雄
神
父
叙
階
記
念
日
（
一
九
八
九
年
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

教
区
報
八
月
号
の
奄
美
大
島
地
区
信
徒
研
修
会
の
記
事
で

わ
『

Egω
と
E
－2ω
の
訳
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
そ
れ

ぞ
れ
「
読
み
書
き
の
で
き
る
人
」
「
読
み
書
き
の
で
き
な
い
人
」

で
す
。
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。
広
報
部
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六
年
前
の
八
月
、
学
校
の
夏
休
み
に

鹿
児
島
に
帰
っ
て
き
て
、
青
年
達
の
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
。
初
め
て
意
識
し

て
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
ゆ
か

り
の
地
を
巡
っ
た
。

翌
年
の
三
月
、
鹿
児
島
に
帰
っ
て

き
て
「
ザ
ビ
エ
ル
サ
マ
l
キ
ャ
ン
プ
」

の
準
備
に
五
か
月
あ
ま
り
没
頭
し

た
。
青
年
同
士
の
ぶ
つ
か
り
合
い
や

上
手
く
行
か
な
い
歯
が
ゆ
さ
の
中
で
、

多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
。
ザ
ビ
エ
ル
の

書
簡
を
み
ん
な
で
読
み
な
が
ら
、
彼
の

苦
労
と
喜
び
、
謙
虚
さ
と
神
様
へ
の
信

頼
、
燃
え
る
使
命
感
に
感
動
し
た
。

ア
ジ
ア
ユ

l
ス
デ
イ
に
参
加
し
て
台

湾
に
行
っ
た
。
こ
と
ば
の
壁
を
前
に
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

公
開
討
論
会
で

「
平
和
」

を
語
る

連
合
壮
年
会
が
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
協
力
し
て

八
月
七
日
（
土
）
午
後
七

時
か
ら
、
鹿
児
島
カ
ト
リ
ッ
ク

連
合
壮
年
会
（
佐
々
木
正
光
会

長
）
と
鹿
児
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

共
催
の
「
平
和
の
集
い
」
が
ザ

ザ
ピ
エ
ル
さ
ま
の
散
歩
道

（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）第456号(3) 

平和旬聞にふさわしい催事となった

ル
教
会
鐘
楼
の
鐘
も
鳴
ら
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
糸
永
司
教
に

協
力
を
願
っ
て
面
会
し
た
の
が

き
っ
か
け
。
こ
の
時
の
話
し
合

い
の
中
で
の
司
教
の
呼
び
か
け

に
応
じ
て
、
市
内
教
会
の
連
合

壮
年
会
が
同
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と

共
催
と
い
う
形
で
企
画
し
た
も

の。
集
い
で
は
、
田
中
氏
は
、

「
戦
争
は
罪
の
な
い
人
を
殺
し
、

市
民
か
ら
日
常
生
活
を
奪
い
、

人
間
の
残
虐
性
を
増
幅
す
る
も

の
」
で
「
マ
ス
コ
ミ
や
熱
狂
に

流
さ
れ
た
市
民
の
賛
成
が
あ
っ

て
行
わ
れ
る
」
と
戦
争
に
つ
い

て
話
し
た
。
そ
の
上
で
「
私
た

ち
市
民
は
施
政
に
関
心
を
も

ち
、
冷
静
に
考
え
、
は
っ
き
り

と
意
見
を
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

と
難
し
さ
、
し
か
し
熱
意
と
積
極
的
な

行
動
さ
え
あ
れ
ば
そ
の
壁
は
乗
り
越
え

ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ザ
ピ
エ
ル
が

そ
の
こ
と
ば
の
壁
を
乗
り
越
え
て
宣
教

し
た
国
々
の
仲
間
と
の
連
帯
と
一
致
を

強
く
意
識
し
て
い
か
な
け
れ
ば
・
：
と
反

省
さ
せ
ら
れ
た
。

ワ
ー
ル
ド
ユ
l
ス
デ
l
に
参
加
し
て
、

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
説
教
を

聴
い
た
。
弱
っ
て
い
く
体
を
お
し
て
ま

で
世
界
中
に
赴
き
、
世
界
中
の
人
々
に

語
り
か
け
る
そ
の
姿
を
見
て
、
ザ
ピ
エ

ル
を
思
い
出
し
た
。
教
皇
も
、
ザ
ビ
エ

ル
と
同
じ
燃
え
る
使
命
感
を
持
ち
、
今

も
歩
ん
で
い
る
。
彼
は
言
っ
た
。
「
イ
エ

ス
は
十
字
架
か
ら
降
り
な
か
っ
た
。
」

な
い
。
個
人
個
人
が
国
境
を
越

え
て
連
帯
し
、
平
和
を
作
ろ
う
」

と
訴
え
た
。

ま
た
、
糸
永
司
教
は
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
立
場
か
ら
「
平

和
は
、
神
の
定
め
た
秩
序
を
全

面
的
に
尊
重
し
て
こ
そ
達
成
で

き
る
。
神
の
秩
序
の
柱
は
人
間

の
尊
厳
と
基
本
的
権
利
を
認
め

る
真
理
、
こ
の
基
本
的
権
利
を

擁
護
す
る
正
義
、
損
得
抜
き
で

他
人
の
た
め
に
尽
く
す
愛
、
そ

し
て
自
由
」
と
話
し
た
。
そ
の

後
司
教
は
、
国
連
の
役
割
の
重

要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
独
特
の
使
命

と
し
て
「
世
界
の
平
和
は
一
人

ひ
と
り
の
心
の
平
和
か
ら
始
ま

る
が
、
そ
れ
に
は
神
の
恵
み
が

必
要
。
キ
リ
ス
ト
か
ら
神
の
平

和
を
与
え
ら
れ
た
私
た
ち
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
世
界
平
和
に

ピ
エ
ル
教
会
で
関
か
れ
た
。

「
平
和
」
を
テ
l
マ
に
糸
永

司
教
と
鹿
児
島
ユ
ネ
ス
コ
協

会
会
長
の
田
中
弘
允
氏
を
パ

ネ
リ
ス
ト
に
招
い
て
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
形
式
で
行
わ

れ
た
が
、
信
者
や

一
般
市
民
七
十
人

ほ
ど
が
参
加
し
、

平
和
に
つ
い
て
考

え
、
意
見
等
を
交

換
を
し
た
。

こ
の
集
い
は
、

終
戦
記
念
日
の
八

月
十
五
日
に
「
平

和
の
鐘
を
鳴
ら
そ

う
」
を
企
画
し
た

鹿
児
島
ユ
ネ
ス
コ

協
会
が
「
ザ
ビ
エ

人
間
関
係
を
学
ぶ
研
修
会

鹿
児
島
カ
ト
リ
ッ
ク
教
師
の
会

カ
ト
リ
ッ
ク
鹿
児
島
教
区

教
師
の
会
で
は
、
八
月
七
日

（
土
）
と
八
日
（
日
）
の
二
日

間
、
祈
り
の
家
「
マ
リ
ア
山
荘
」

で
今
年
度
の
研
修
・
黙
想
会
を

開
催
し
た
。
指
導
に
当
た
っ
た

の
は
西
本
仁
史
神
父
（
古
仁
屋

教
会
・
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア
ル
会
）
。

出
席
者
は
「
他
人
と
自
分

の
関
係
を
見
つ
め
よ
う
愛
す

振
り
返
る
と
、
私
は
ザ
ビ
エ
ル
渡
来

四
百
五
十
年
祭
を
前
に
、
そ
れ
に
向
か

っ
て
準
備
す
る
青
年
達
の
中
で
、
よ
う

や
く
ザ
ビ
エ
ル
様
に
目
を
向
け
た
の
だ
。

子
供
の
頃
か
ら
ザ
ビ
エ
ル
祭
に
参
加
し

て
い
た
の
に
。
以
来
、
何
か
と
彼
の
想

い
が
つ
い
て
回
る
。

神
様
が
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
私
の

使
命
つ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
皆
さ

ん
は
何
の
た
め
に
生
き
て
ま
す

か
？
（
姶
良
教
会
一
久
保
直
基
）

実
行
委
員
会
よ
り

八
月
十
五
日
は
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念

祭
へ
の
御
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
昨
年
よ
り
も
百
名
余
り
多
い
、

約
三
百
七
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と

に
実
行
委
員
も
皆
大
変
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
来
年
も
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

V
当
コ
ラ

ム
へ
の
寄
稿
は
教
区
本
部
…
久
保
ま
で
。

る
と
は
｜
」
の
テ
l
マ
の
も
と
、

四
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
健
全
な

人
間
関
係
を
壊
す
原
因
と
も
な

っ
て
い
る
相
手
に
対
す
る
「
先

入
観
」
や
考
え
方
、
価
値
観
の

違
い
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
学
習

し
た
。

短
・
信

V
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
協
会

夏
休
み
恒
例
の
カ
ト
リ
ッ

ク
幼
稚
園
研
修
会
が
七
月
二
十

三
日
（
金
）
か
ら
二
十
四
日

（
土
）
ま
で
霧
島
国
際
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
研
修
テ

l
マ
は

「
絵
画
指
導
に
お
け
る
創
造
的

試
み
」
。
教
区
内
か
ら
集
ま
っ

尽
く
す
特
別
の
使
命
が
あ
る
」

と
語
っ
た
。

質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、

参
加
者
か
ら
自
爆
テ
ロ
や
N
P

O
活
動
、
憲
法
改
正
や
有
事
法

制
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
活
発

な
質
問
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
八

月
十
五
日
に
は
鹿
児
島
市
内
の

教
会
も
協
力
し
て
「
平
和
の
鐘

を
鳴
ら
そ
う
」
の
催
し
も
行
わ

お
懐
か
し
い
！

マ
ゾ
ッ
キ
神
父
様

七
月
三
十
日
（
金
）
鹿

児
島
を
訪
れ
た
イ
タ
リ
ア

か
ら
の
巡
礼
団
を
引
率
し

て
き
た
の
は
ザ
ベ
リ
オ
宣

教
会
の
ル
チ
ア
ノ
・
マ
ゾ

ッ
キ
神
父
（
六
十
四
歳
）
。

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
八

二
年
ま
で
鹿
児
島
教
区
で
、

大
隅
・
熊
毛
地
区
の
宣
教

司
牧
の
た
め
に
働
い
て
下

さ
っ
た
方
だ
。
マ
ゾ
ッ
キ

神
父
と
二
十
五
人
の
イ
タ

リ
ア
か
ら
の
巡
礼
団
が
掲

げ
た
テ
l
マ
は
「
福
音
｜

仏
教
（
禅
）
対
話
」
。

七
月
十
五
日
（
日
）
来

日
し
、
日
本
各
地
で
禅
宗

の
寺
を
訪
問
す
る
な
ど
し

た
幼
稚
園
関
係
者
達
は
森
下
純

吐
先
生
の
講
話
で
熱
心
に
学
習

し
た
。

V
霧
島
国
際
音
楽
祭

七
月
二
十
三
日
（
金
）
ザ

ビ
エ
ル
教
会
聖
堂
で
、
霧
島
国

際
音
楽
祭
「
教
会
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
市
民
が

フ
ル
ー
ト
と
オ
ル
ガ
ン
の
美
し

い
音
色
を
満
喫
し
た
。

V
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
巡
礼
団

イ
タ
リ
ア
か
ら
の
巡
礼
団

何
の
た
め
に
生
き
て
ま
す
？

修
道
会
便
り

V
レ
デ
ン
プ
卜
l
ル
宣
教
修
道

女
会四

月
か
ら
谷
山
修
道
院
の

建
設
工
事
に
取
り
か
か
っ
て
い

た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
、
八
月

十
九
日
（
木
）
午
前
、
糸
永
司

教
を
迎
え
て
落
成
・
祝
別
式
を

行
っ
た
。

新
し
く
建
設
さ
れ
た
谷
山

て
「
座
禅
の
静
け
さ
と
福

音
の
受
け
入
れ
」
を
体
験

し
て
き
た
と
い
う
。

鹿
児
島
に
も
足
を
伸
ば

し
た
一
行
は
、
ザ
ビ
エ
ル

上
陸
記
念
碑
な
ど
を
訪
ね

た
後
、
カ
テ
ド
ラ
ル
で
司

教
ミ
サ
に
参
列
し
た
。
ま

た
ミ
サ
後
は
教
会
ホ
l
ル

で
、
マ
ゾ
ッ
キ
神
父
を
懐

か
し
む
信
徒
や
ホ
l
ム
ス

テ
イ
先
の
信
者
た
ち
と
交

流
を
持
ち
、
翌
日
、
次
の

訪
問
先
種
子
島
へ
と
旅
立

った。

マゾッキ神父

が
鹿
児
島
に
も
立
ち
よ
り
、
ヵ

テ
ド
ラ
ル
で
ミ
サ
を
さ
さ
げ
、

市
内
信
徒
の
家
庭
に
ホ
l
ム
ス

テ
イ
し
た
の
ち
種
子
島
を
訪
問

し
た
。

V
黙
想
会

七
月
三
十
一
日
（
土
）
か

ら
八
月
一
日
（
日
）
ま
で
、
マ

リ
ア
山
荘
で
キ
ッ
ペ
ス
神
父
指

導
に
よ
る
黙
想
会
「
成
熟
し
た

信
仰
を
目
指
し
て
」
が
開
か
れ

十
一
人
が
参
加
し
た
。

修
道
院
は
谷
山
教
会
近
く
の
静

か
な
住
宅
地
に
あ
る
。
二
階
建

て
で
一
階
部
分
に
聖
堂
と
食
堂

な
ど
生
活
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
二
階
が
居
室
と
な
っ
て
い

る
。
同
修
道
院
に
は
愛
の
聖
母

国
な
ど
に
勤
務
す
る
修
道
女
四

人
が
住
む
。

鹿
児
島
市
東
谷
山
三
丁
目

十
三
｜
十
一

E
O九
九
｜

二
六
九

O
七
三
七
。

学
園
情
報

純
心
高
校
吹
奏
楽
部

鹿
児
島
純
心
女
子
高
校
吹

奏
学
部
が
、
来
年
春
、
ウ
ィ
ー

ン
楽
友
協
会
ホ
l
ル
で
の
演
奏

会
に
日
本
代
表
と
し
て
参
ノ
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン

で
の
高
校
吹
奏
学
部
の
演
奏
は

全
国
で
も
十
校
程
度
、
女
子
高

で
は
二
校
目
と
い
う
。

V
上
陸
記
念
碑
清
掃

鹿
児
島
連
合
壮
年
会
で
は
、

八
月
八
日
（
日
）
午
前
十
一
時

か
ら
ザ
ピ
エ
ル
上
陸
記
念
祭
の

準
備
の
一
環
と
し
て
、
猛
暑
の

中
暑
さ
に
負
け
ず
上
陸
記
念
碑

の
清
掃
を
行
っ
た
。

V
皿
山
教
会
跡
で
ミ
サ

聖
母
被
昇
天
の
祝
日
早
朝
、

川
内
教
会
の
信
者
た
ち
約
二
十

人
は
皿
山
教
会
跡
地
で
ミ
サ
を

さ
さ
げ
た
。



(4) 

数
字
で
見
る
日
本
の
教
会

一O
O
三
年
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
現
勢

平成16年（2004)9月1日（毎月1日発行）

二
O
O三
年
の
全
国
の
教
会

の
教
勢
に
関
し
て
、
カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
広
報
部
は
六

月
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
現
勢

二
O
O三
年
」
を
発
表
し
た
。

内
容
は
、
二

O
O三
年
の
信
者

数
、
関
係
施
設
、
秘
跡
受
領
者

数
、
各
種
事
業
、
過
去
十
年
間

の
推
移
な
ど
で
あ
る
（
鹿
児
島

教区の教勢については四

月の教区報参照）。

「全国の推移」

全国の信者数は四四九、

九二五人で総人口二工ハ、

六八八、三六四人に対す

る割合（信者率）は0・
三五五%である。受洗者

数について、過去十年間

教区 人口 信 者 数

キL 幌 5.662.856 18.205 

イ山 4仁コ3、 7.371.372 10.947 

新 潟 4.878.343 7.707 

さいたま 13.976.155 19.814 

東 京 17.974.747 91.586 

横 浜 15.403.536 53.512 

名 古 屋 12.230.555 25.380 

京 書店 7.212.099 19.194 

大 阪 15.283.954 55.732 

広 島 7.718.391 21.702 

－ 『E百3 松 4.174.004 5.407 

ヰ冨 岡 7.746.942 31.600 

長 崎 1.516.920 67.728 

大 分 2.409.642 5.765 

鹿 児 島 1.775.636 9.527 

君E 覇 1.353.212 6.119 

dロ与 量回ヰ目 126.688.364 449.925 

シ乙7 孝文 E乙宰~J芸~~‘磨寺プコト｝『J

文
ート←
τE 

短

歌
（
思
川
短
歌
会
作
品
）

（昭和43年10月25日第三種郵便物認可）

名

瀬

林

明

子

あ
た
ら
し
い
道
が
ま
っ
て
い
る
わ
た
し
た

ち
は
十
字
零
b
ち
て
い
か
さ
れ
て
い
る

花
の
芽
の
力
強
さ
を
く
だ
さ
っ
た
主
の

よ
ろ
こ
び
に
か
ん
し
ゃ
し
ま
す

（
評
）
口
語
短
歌
の
素
朴
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
心
の
歌

阿
久
根
中
津
漬
フ
サ
エ

初
盆
を
迎
ヘ
し
兄
は
灯
篭
の
晴
れ
着
の

中
で
澄
ま
し
て
す
わ
る

友
の
た
め
代
母
つ
と
め
し
今
朝
の
ミ
サ

心
ひ
き
し
め
神
に
祈
り
ぬ

（
評
）
清
々
し
い
祈
り
の
歌

大

口

森

博

伸

告
げ
え
ず
に
い
つ
か
う
す
れ
た
想
い
あ

第456号

の
推
移
を
見
る
と
、
前
年
よ
り

増
え
た
年
も
あ
る
が
、
全
体
と

し
て
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
九

九
三
年
は
一

O
、
三
四
四
人
、

二
0
0三
年
は
七
、
六
四
八
人

で
あ
る
。
総
人
口
は
十
年
前
に

比
べ
る
と
二
、
七
三
O
、
九
O

六
人
増
え
て
い
る
。

「
鹿
児
島
教
区
と
全
国
の
比

較」
信
者
率
に
つ
い
て
、
鹿
児
島

教
区
は
、

0
・
五
三
七
%
で
十

六
教
区
の
中
で
二
番
目
に
高
い

（
人
口
一
、
七
七
五
、
六
三
六

人
聖
職
者
・
修
道
者
・
神
学

生
を
含
め
た
信
者
九
、
五
二
七

人
）
。
最
高
は
長
崎
教
区
の

四
・
四
六
五
%
（
人
口
一
、
五

一
六
、
九
二

O
人
、
信
者
六
七
、

七
二
八
人
）
で
あ
る
。

信
者
の
構
成
に
つ
い
て
、
女
性

り
ほ
の
か
な
悔
い
よ
ク
チ
ナ
シ
の
花

ほ
ほ
え
み
も
や
さ
し
い
こ
と
ば
4

品
旧
し
む

よ
に
こ
こ
λ
貧
し
き
日
は
さ
み
し
か
り

（
評
）
「
ク
チ
ナ
シ
の
花
」
が
佳
作
と
し
た

出
水
遠
竹
睦
郎

学
徒
ら
の
書
き
記
し
た
る
遺
稿
集
た
だ

戦
ひ
の
む
な
し
さ
残
る

天
草
の
島
眺
め
つ
つ
踏
絵
な
る
歴
史
を

秘
め
し
教
会
偲
ぶ

（
評
）
虚
し
さ
も
悲
し
さ
も
繰
り
返
し

て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
詠
み
得
た
歌

阿

久

根

員

清

水

藍

母
逝
き
し
齢
を
過
ぎ
て
六
年
経
ぬ
永
遠

の
御
国
で
ま
み
ゆ
る
は
何
時

明
け
や
ま
ぬ
空
に
向
い
て
今
開
く
朝
顔

は
げ
に
天
上
の
青

（
評
）
人
生
を
感
じ
さ
せ
る
明
る
い
歌

鹿
児
島
春
山
マ
リ
子

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
愛
し
く
唱
え
れ
ば
明

信
徒
の
割
合
は
六
二
・
八
%
で

全
国
の
五
八
・
九
%
と
比
べ
て

女
性
の
割
合
が
高
い
。

公
表
さ
れ
た
数
値
か
ら
主
日
の

ミ
サ
の
参
加
率
（
参
加
者
を
信

者
数
で
除
し
た
も
の
）
と
教
区

内
の
人
口
に
対
す
る
受
洗
者

（
幼
児
洗
礼
と
成
人
洗
礼
の
合

計
）
の
割
合
を
出
し
て
み
た
。

主
日
の
ミ
サ
の
参
加
率
は
、
全

国
平
均
は
二
七
・
五
%
で
、
高

い
順
に
長
崎
教
区
三
九
・

九
%
、
福
岡
教
区
三
二
・
八
%
、

鹿
児
島
教
区
は
二
七
・
九
%
で

三
番
目
で
あ
る
。

受
洗
者
の
割
合
に
つ
い
て
、
全

国
平
均
は
0
・
0
0六
%
（
十

万
人
に
対
し
て
六
人
が
受
洗
）

で
あ
る
。
最
も
高
い
の
は
、
長

崎
教
区
の

0
・
0
三
%
、
次
い

で
東
京
教
区
の

0
・
O
一%、

鹿
児
島
は

0
・
0
0七
%
で
こ

れ
も
三
番
目
で
あ
る
（
鹿
児
島

県
の
人
口
一
、
七
七
五
、
六
三

六
人
、
受
洗
者
三
ニ
O
人
［
幼

児
五
八
人
、
成
人
七
二
人
］
）
。

る
い
明
日
約
束
さ
れ
ん

豊
か
な
る
恵
み
を
受
け
し
我
ら
な
り
平

和
を
願
う
主
に
従
ひ
て

（
評
）
安
ら
か
な
日
々
の
暮
ら
し
が
、
そ

し
て
祈
り
の
尊
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
歌

鹿
児
島
前
回
儀
子

眼
の
手
術
終
え
し
安
堵
に
ピ
エ
タ
像
と

雛
人
形
を
棚
に
並
べ
ぬ

ル
ル
ド
の
水
に
病
癒
さ
む
と
ピ
ア
ド
ロ
ロ

l
サ
の
道
を
車
萄
T
の
人
た
ち
つ
づ
く

（
評
）
心
安
ら
か
な
る
作
者
が
浮
か
ん

で
く
る
歌

旬ド

旬
（
思
川
俳
句
会
作
品
）

鹿
児
島
徳
永
ノ
ブ
子

七
夕
や
平
和
を
祈
る
色
紙
か
け

早
あ
と
恵
み
の
雨
の
あ
り
が
た
き

祈
る
の
み
思
い
新
た
な
原
爆
忌

聖
堂
内
部
を
塗
装
修
理

マ
ゾ
ッ
キ
神
父
と
の
再
会
記
念
に
種
子
島
教
会

聖
霊
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
種

子
島
教
会
が
献
堂
さ
れ
た
の
は

一
九
七
五
年
。
今
か
ら
二
十
九

年
前
の
三
月
二
十
一
日
、
イ
タ

リ
ア
人
の
マ
ゾ
ッ
キ
神
父
（
ザ

ベ
リ
オ
宣
教
会
）
在
任
中
の
こ

と
で
し
た
。
聖
堂
建
設
に
は
シ

ス
タ
ー
方
、
そ
し
て
信
徒
、
た

く
さ
ん
の
市
民
の
協
力
も
あ
り

マ
ゾ
ッ
キ
神
父
と
巡
礼
団
を

囲
ん
で
喜
び
の
信
者
た
ち

（
評
）
捨
て
が
た
い
結
句
故
に
三
句
と

も
あ
げ
る
こ
と
に
し
た

名
瀬
松
畑
義
弘

自
転
車
の
将
棋
た
を
し
ゃ
厄
日
か
な

釣
船
の
月
光
の
中
の
舟
だ
ま
り

（
評
）
静
寂
の
中
の
「
舟
だ
ま
り
」
が

光
っ
て
い
ま
す

出
水
遠
竹
睦
郎

津
和
野
な
る
殉
教
祭
や
青
葉
風

時
鳥
タ
辺
の
聖
堂
の
庭
に
鳴
く

（
評
）
深
遠
な
祈
り
の
句
で
す

鹿

児

島

本

城

愛

青
柿
の
一
つ
は
母
の
泊
い
ろ

夫
の
里
穂
並
の
音
や
棚
田
み
ち

（
評
）
「
泊
い
ろ
」
も
「
棚
田
み
ぢ
」
も

心
に
し
み
る
句

鹿
児
島
龍
門
司
真
人

路
地
に
咲
く
小
菊
が
自
慢
の
桃
李
か
な

目
の
覚
め
る
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
の
璽
菊

ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
マ

ゾ
ッ
キ
神
父
の
カ
の
注
ぎ
よ
う

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
種
子
島
教
会
で
す
が
、

長
い
年
月
で
聖
堂
内
外
の
傷
み

が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
信
者
た
ち
は
「
自
分
た

ち
の
教
会
は
さ
さ
や
か
で
も
自

分
た
ち
の
カ
で
守
ろ
う
」
と
の

気
概
か
ら
、
修
繕
積
み
立
て
を

始
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
で
す
。

こ
の
夏
、
マ
ゾ
ッ
キ
神
父
様
を

含
む
二
十
数
人
の
イ
タ
リ
ア
人

巡
礼
団
が
種
子
島
を
訪
れ
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

夏
の
子
ど
も
た
ち

V
和
泊
教
会
こ
ど
も
合
宿

和
泊
教
会
で
は
七
月
二
十

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
小
教
区
司
牧
評
議

会
の
全
員
一
致
で
、
聖
堂
の
内

部
塗
装
修
理
を
決
定
し
、
さ
っ

そ
く
実
行
し
ま
し
た
。

八
月
一
日
、
化
粧
直
し
を

す
ま
せ
た
聖
堂
で
そ
の
イ
タ
リ

ア
か
ら
の
巡
礼
団
と
一
緒
に
主

日
の
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
ま
し

た
。
イ
タ
リ
ア
語
、
日
本
語
の

二
か
国
語
で
の
国
際
色
豊
か

な
、
そ
し
て
心
ふ
れ
合
う
ミ
サ

で
し
た
。
種
子
島
時
代
の
思
い

出
を
話
さ
れ
る
マ
ゾ
ッ
キ
神
父

が
印
象
的
で
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
日
の
午
後
、
島
を
離
れ
る

皆
さ
ん
と
食
事
を
し
、
別
れ
を

惜
し
み
ま
し
た
。

（
通
信
員
・
前
田
和
徳
）

四
日
（
土
）
と
二
十
五
日
（
日
）
、

こ
ど
も
合
宿
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
五
月
十
六
日
に
祝
別

さ
れ
た
四
坪
ほ
ど
の
集
会
所

「
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
」
に

信
者
や
一
般
の
小
中
学
生
十
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
神
様
あ
り
が
と
う
」
。
自
然
や

人
を
通
し
て
与
え
ら
れ
る
神
様

の
愛
に
気
づ
き
、
主
日
の
ミ
サ

の
中
で
神
様
へ
の
感
謝
の
手
紙

を
奉
納
し
ま
し
た
。

土
曜
日
の
夕
食
は
沖
永
良

部
、
与
論
の
信
者
の
協
力
で
大

人
も
一
緒
の
交
流
会
が
で
き
ま

し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
聖
ジ

ェ
ラ
ル
ド
は
和
泊
教
会
の
守
護

聖
人
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
聖
人

の
保
護
の
も
と
で
、
こ
の
ジ
エ

ラ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
で
信
仰
教

育、
A
A

ハ
同
体
作
り
、
布
教
が
ま

す
ま
す
盛
ん
に
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
報
告
／
シ
ス
タ
ー
荒
木
関
）

V
大
熊
教
会
学
校
キ
ャ
ン
プ

七
月
十
七
日
（
土
）
、
十
八

日
（
日
）
有
良
公
民
館
で
キ
ャ

ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
奄
美
の
青
い
空
青
い

海
み
ん
な
で
賛
美
し
な
が
ら

楽
し
い
海
水
浴
に
行
き
ま
し
ょ

う
」
。
子
ど
も
た
ち
は
芦
花
部

海
岸
で
追
込
み
漁
を
体
験
し
た

り
、
地
元
の
清
掃
作
業
に
汗
を

流
し
た
り
充
実
し
た
二
日
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

（
大
熊
通
信
員
）

V
加
世
田
教
会
学
校

加
世
田
教
会
で
は
八
月
四

日
（
水
）
、
五
日
（
木
）
の
二

日
間
、
久
し
ぶ
り
に
夏
休
み
を

利
用
し
た
教
会
学
校
キ
ャ
ン
プ

を
実
施
し
二
十
一
人
が
参
加
し

た
。
場
所
は
マ
リ
ア
山
荘
。
パ

ス
で
マ
リ
ア
山
荘
に
到
着
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
隣
の
聖

血
礼
拝
修
道
女
会
を
訪
問
。
そ

こ
で
こ
の
春
、
修
道
誓
願
宣
立

五
十
周
年
を
迎
え
た
松
下
敏
子

シ
ス
タ
ー
を
訪
ね
、
シ
ス
タ
ー

か
ら
修
道
生
活
に
つ
い
て
講
話

を
聞
き
、
ま
た
準
備
し
て
き
た

花
束
を
贈
っ
た
。

告 099(254)1670 

困099(251)7230

集いのお知らせ

。伊集院ザビエル祭＆徒

歩巡礼

「聖フランシスコ・ザビエルが

薩摩においての布教許可を得た

日を思い起こして、共に祈り、

伊集院城山公園で司教様を囲ん

でミサをささげましょう！」

若い人は徒歩巡礼も行います。

ミサだけの参列も OKです。

実施日： 9月26日（日）

日 程： 7時45分集合（ザビエル

教会）～8時出発（巡礼中はロザ

リオの祈りなど）～13時30分到

着・昼食～15時ミサ

※巡礼に参加する人は久保直基

まで

eメ－）レ

kagoxavi幽b@po5.synapse.ne.jp


